
わ
が
町
別
府
再
発
見

　
　
　
個
性
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

私
た
ち
の
町
別
府
は
、
江
戸
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
、
平
成
と

長
い
年
月
に
わ
た
っ

て
人
々
の
暮
ら
し
と

と
も
に
息
づ
い
て
き

た
。
海
と
山
々
に
囲

ま
れ
た
す
ば
ら
し
い

自
然
環
境
と
景
観
、

そ
し
て
温
泉
に
恵
ま

れ
た
別
府
も
社
会
の

河
　
村
　
建
　
一

1
1
月
別
府
市
内
で
開
い
た
パ
ネ
ル
写
真
展

「
わ
が
町
別
府
再
発
見
」

や
歴
史
を
生
か
し
た
個
性
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
平
成
八
年
の
十
一
月
六
日
か
ら
十
一
月

二
十
二
日
ま
で
大
分
み
ら
い
信
用
金
庫
南
支
店
ロ
ビ
ー
で
「
わ
が

町
別
府
再
発
見
」
パ
ネ
ル
写
真
展
を
開
催
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
こ

れ
は
昭
和
五
十
八
年
の
別
府
の
町
を
分
析
し
た
貴
重
な
資
料
で
あ

り
、
今
一
度
わ
が
町
の
個
性
を
再
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

感
じ
た
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
ビ
ー
コ
ン
プ
ラ
ザ
の
始
動
、
立
命

舘
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
の
誘
致
問
題
、
九
州
横
断
自
動
車
道
の
開

通
、
国
際
化
の
到
来
な
ど
新
し
い
別
府
へ
と
羽
ば
た
き
始
め
た
今
、

進
展
に
と
も
な
い
開
　
‘
　
二
十
一
世
紀
に
お
け
る
「
別
府
の
役
割
」
を
は
っ
き
り
と
認
識
し

発
が
進
み
、
こ
の
三
、

四
拾
年
で
大
き
く
変

貌
し
て
し
ま
っ
た
。

今
こ
そ
別
府
の
風
土

て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
が
あ
る
か
ら
だ
。
私
た
ち
の
「
こ
れ
か
ら

の
別
府
を
考
え
る
市
民
グ
ル
ー
プ
」
で
昭
和
五
十
八
年
十
月
か
ら

六
ケ
月
間
に
わ
た
っ
て
会
員
そ
れ
ぞ
れ
が
別
府
の
街
を
散
策
し
、

町
並
み
や
景
観
を
カ
メ
ラ
に
収
め
て
き
た
。
み
ん
な
の
努
力
で
約
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千
七
百
枚
の
写
真
が
撮
れ
、
そ
れ
を
六
百
五
拾
枚
ほ
ど
に
ま
と
め

地
域
別
に
十
九
枚
の
パ
ネ
ル
写
真
に
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
年

月
の
過
ぎ
る
の
は
早
い
も
の
で
あ
れ
か
ら
十
五
年
、
ま
た
ま
た
別

府
が
変
貌
し
て
い
る
の
を
つ
よ
く
感
じ
て
い
る
。

昭
和
五
十
八
年
当
時
の
別
府
の
街

　
今
か
ら
十
五
年
前
の
別
府
、
そ
の
頃
の
町
並
み
や
景
観
に
つ
い

て
パ
ネ
ル
写
真
を
掲
載
で
き
な
い
の
が
残
念
だ
が
、
当
時
の
調
査

記
録
を
示
し
て
参
考
と
し
て
み
よ
う
。

　
（
奥
別
府
地
域
）

　
阿
蘇
国
立
公
園
に
属
し
豊
か
な
自
然
景
観
が
そ
の
ま
ま
の
形
で

残
る
地
域
と
し
て
貴
重
な
存
在
。
家
族
で
自
然
に
親
し
め
る
志
高
、

城
島
、
美
し
く
広
々
と
し
た
高
原
の
十
文
字
原
、
松
塚
。
こ
れ
ら

は
市
民
の
貴
重
な
財
産
と
し
て
こ
の
ま
ま
残
し
て
お
き
た
い
も
の

で
あ
る
。

　
（
自
衛
隊
付
近
、
西
別
府
団
地
地
区
）

　
西
別
府
団
地
（
通
称
文
化
村
）
の
桜
の
街
路
樹
は
、
大
正
末
期

か
ら
土
地
開
発
分
譲
者
と
地
元
の
人
々
が
風
致
を
大
切
に
考
え
た

名
残
り
。
先
人
の
環
境
重
視
の
跡
が
偲
ば
れ
る
。
ま
た
、
自
衛
隊

付
近
の
植
栽
や
高
速
自
動
車
道
に
よ
る
自
然
環
境
の
変
貌
に
留
意

し
て
み
た
い
。

一
、
別
府
八
湯
の
個
性
を
生
か
そ
う

（
堀
田
地
区
）

　
別
府
八
湯
の
ひ
と
つ
で
昔
の
湯
治
場
。
薬
師
羅
漢
寺
の
石
仏
た

ち
や
石
畳
道
、
太
宰
府
宮
道
、
石
垣
原
合
戦
の
大
友
氏
陣
屋
跡
な

ど
、
繁
栄
の
名
残
に
往
時
が
偲
ば
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
地
区
を
高

速
自
動
車
道
が
南
北
に
貫
通
す
る
予
定
。
高
い
土
塁
で
展
望
が
妨

げ
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

　
（
観
海
寺
温
泉
）

　
こ
の
地
区
は
別
府
の
高
台
に
位
置
し
、
昔
か
ら
別
府
ハ
湯
の
ひ

と
つ
と
し
て
広
く
知
ら
れ
展
望
に
優
れ
緑
も
豊
富
で
あ
る
。
最
近

で
は
近
代
的
な
ホ
テ
ル
が
建
ち
並
び
、
昔
の
ひ
な
び
た
情
緒
も
少

な
く
な
り
新
し
い
観
光
地
と
し
て
変
貌
し
つ
つ
あ
る
。

　
（
明
君
温
泉
・
鉄
輪
地
区
）

　
豊
富
な
緑
に
囲
ま
れ
た
こ
の
地
区
は
別
府
ハ
湯
の
中
で
も
最
も

湧
出
量
が
多
く
、
ま
ち
の
い
た
る
所
か
ら
湯
煙
り
が
立
ち
昇
り
、
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昭和62年、自費で製作し、イベント等で配布、

ＰＲに努めている別府ハ湯の絵はがき

湯
の
花
小
屋
、
地

獄
地
帯
、
貸
間
、

旅
館
街
、
共
同
浴

場
な
ど
昔
の
湯
治

場
の
面
影
が
そ
の

ま
ま
残
っ
て
い
る
。

　
（
鉄
輪
温
泉
）

　
鉄
輪
は
坂
の
ま

ち
、
い
で
ゆ
坂
を

中
心
に
古
い
石
畳
、

木
造
の
貸
間
旅
館
、

芝
居
小
屋
な
ど
が

並
び
、
共
同
浴
場
は
入
湯
客

と
地
域
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
場
。
タ
オ
ル
を
肩
に
そ
ぞ
ろ

準
工
業
団
地
の
建
設
な
ど
こ
の
地
区
の
様
子
も
一
変
し
た
。
さ
ら

に
小
坂
地
区
の
住
宅
団
地
開
発
に
よ
っ
て
、
将
来
一
層
の
変
化
が

予
想
さ
れ
る
。

　
（
観
光
治
周
辺
・
石
垣
地
区
①
）

　
区
画
整
理
に
よ
っ
て
、
田
畑
や
畔
道
の
昔
日
の
面
影
は
ど
こ
に

も
見
当
ら
な
い
。
マ
ン
シ
ョ
ン
が
林
立
し
公
園
も
整
備
さ
れ
た
。

海
岸
沿
い
は
観
光
港
が
整
備
さ
れ
た
も
の
の
、
他
の
海
岸
線
は
テ

ト
ラ
ポ
ッ
ト
で
埋
め
尽
さ
れ
昔
の
砂
浜
が
な
つ
か
し
く
偲
ば
れ
る

（
観
光
港
周
辺
・
石
垣
地
区
②
）

　
こ
の
地
区
の
産
業
は
区
画
整
理
が
施
行
さ
れ
る
ま
で
は
農
業
が

中
心
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
市
内
外
よ
り
様
々
な
業
種
が
遊
出
し

て
い
る
。
自
動
車
販
売
会
社
の
支
店
や
カ
ー
用
品
店
を
は
じ
め
、

遊
技
施
設
、
飲
食
業
な
ど
も
増
え
て
い
る
。
ま
た
、
市
内
各
企
業

の
本
店
移
転
も
進
行
し
つ
つ
あ
る
。

歩
き
を
楽
し
み
な
が
ら
人
情
に
ふ
れ
、
安
ら
か
な
心
が
あ
ふ
れ
て
　
　
‘
　
（
上
人
・
春
木
川
・
亀
川
地
区
）

　
（
亀
川
バ
イ
パ
ス
付
近
・
小
坂
地
区
）

　
亀
川
バ
イ
パ
ス
の
全
面
開
通
に
伴
う
公
設
地
方
卸
売
市
場
、
中

央
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
開
設
。
さ
ら
に
古
市
地
区
埋
め
立
て
に
よ
る

　
や
ま
な
み
道
路
以
北
の
こ
の
地
区
は
、
街
区
整
備
よ
り
先
に
建

物
立
地
が
進
ん
で
今
後
に
問
題
が
残
り
そ
う
。
海
岸
整
備
は
亀
川

ゾ
ー
ン
の
埋
め
立
て
を
含
め
、
公
園
、
道
路
、
諸
施
設
な
ど
の
整

備
が
着
々
と
進
ん
で
い
る
。
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（
野
口
・
青
山
・
南
石
垣
地
区
）

　
旧
市
街
地
と
新
興
地
域
と
の
中
間
に
位
置
し
、
中
学
校
・
高
等

昭和３年に完成した当時の別府市公会堂（現在は別府市中央公民館）

学
校
な
ど
多
数

の
教
育
施
設
や

別
府
公
園
、
肌

民
グ
ラ
ウ
ン
ド

な
ど
、
別
府
の

文
教
の
中
心
的

な
地
区
で
あ
り
、

緑
や
石
塀
も
数

多
く
閑
静
な
住

宅
地
で
も
あ
る
。

二
、
残
し
た
い
建
物
、
元
別
府
市
公
会
堂
、
元
麻
生
別
荘
。

　
　
元
中
山
別
荘

　
（
騨
西
側
周
辺
・
山
ノ
手
地
区
）

　
こ
の
地
区
は
繁
華
街
に
近
い
わ
り
に
は
閑
静
で
緑
の
豊
富
さ
が

目
に
つ
き
、
特
に
石
塀
や
生
け
垣
が
多
く
残
っ
て
お
り
落
ち
着
き

が
あ
る
。
中
央
公
民
館
（
元
別
府
市
公
会
堂
）
や
田
ノ
湯
郵
便
局

跡
を
は
じ
め
と
し
て
、
市
民
に
親
し
ま
れ
た
建
物
が
多
く
残
っ
て

い
る
地
域
で
あ
る
。
別
荘
建
築
を
生
か
し
た
喫
茶
「
信
濃
屋
」
を

再
活
用
の
参
考
と
し
て
ほ
し
い
。

　
（
鶴
見
・
荘
園
・
実
相
寺
地
区
）

　
別
府
市
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置
す
る
こ
の
地
域
は
自
然
と
緑
に

恵
ま
れ
、
文
教
、
医
療
、
公
園
、
河
川
、
住
宅
地
と
生
活
環
境
に

マ
ッ
チ
し
た
と
こ
ろ
。
一
部
で
は
自
然
環
境
が
壊
さ
れ
て
お
り
、

特
に
実
相
寺
地
域
は
市
民
一
人
ひ
と
り
の
良
識
と
監
視
が
必
要
な

地
域
で
あ
る
。

　
（
朝
見
・
西
校
区
地
域
）

　
こ
の
地
域
は
山
際
に
近
く
、
神
社
仏
閣
が
点
在
し
市
民
の
参
拝

の
機
会
が
多
く
、
自
然
と
ふ
れ
合
い
を
持
つ
石
垣
、
垣
根
の
あ
る

閑
静
な
町
並
み
が
残
っ
て
い
る
。
ま
た
古
く
か
ら
伝
統
的
竹
工
芸
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な
ど
の
息
づ
く
ま
ち
で
も
あ
り
、
調
和
の
と
れ
た
、
た
た
ず
ま
い

が
残
っ
て
い
る
。

三
、
す
で
に
壊
さ
れ
た
浜
脇
高
等
温
泉
、
今
、
人
気
の
竹

　
　
瓦
温
泉

　
流
川
よ
り
南
の
こ
の
地
域
は
古
い
ま
ち
で
は
あ
る
が
住
み
よ
さ

が
あ
り
、
人
々
が
長
い
年
月
積
み
重
ね
た
暮
ら
し
の
重
み
と
大
切

さ
が
あ
る
。
将
来
こ
の
ま
ち
が
そ
の
趣
を
失
い
老
い
さ
ら
ば
え
て

い
く
の
か
ど
う
か
、
市
庁
舎
移
転
後
の
行
政
と
住
民
の
姿
勢
に
か

か
っ
て
い
る
。
今
は
な
き
浜
脇
高
等
温
泉
、
ま
ち
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
叫
活
用
し
た
か
っ
た
。
残
念
で
た
ま
ら
な
い
。

　
（
駅
前
・
北
浜
・
海
岸
地
区
）

　
こ
の
地
区
は
商
業
、
観
光
の
中
心
で
あ
り
、
海
岸
線
は
ペ
デ
ス

ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
、
的
が
浜
人
工
海
浜
と
部
分
的
な
開
発
が
進
行

し
て
い
る
。
ま
た
「
商
業
近
代
化
計
画
」
に
基
づ
く
大
規
模
再
開

発
も
提
唱
さ
れ
て
い
る
が
、
観
光
都
市
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
よ
り
　
　
‘

総
合
的
な
整
備
が
望
ま
れ
る
。
木
造
建
築
の
竹
瓦
温
泉
が
静
か
に

人
気
を
高
め
て
い
る
。

四
、
海
と
山
々
に
囲
ま
れ
た
丁
入
自
然
景
観
の
別
府

　
（
海
と
山
と
空
の
見
え
る
街
）

　
立
体
的
な
素
晴
し
い
景
観
と
温
泉
。
緑
豊
か
な
地
形
は
別
府
の

資
源
で
あ
り
大
へ
ん
な
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
思
う
。
い
つ
ど

こ
か
ら
眺
め
て
も
海
と
山
と
ま
ち
、
そ
し
て
空
と
の
調
和
が
美
し

く
印
象
的
で
あ
る
。
こ
の
個
性
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
こ
そ
、

大
切
で
あ
る
。

　
（
山
々
を
見
上
げ
る

　
景
観
）

　
私
た
ち
の
別
府
は
、

鶴
見
岳
、
高
崎
山
、

肩
山
な
ど
山
容
の
美

し
さ
が
印
象
的
な
街

で
あ
る
。
近
年
、
宅

地
開
発
が
急
速
に
進

み
、
山
の
す
そ
野
ま

で
開
発
さ
れ
て
き
た
。

肩
山
な
ど
山
々
の
雄

姿
は
永
遠
で
あ
り
、
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そ
の
景
観
は
市
民
の
財
産
と
し
て
大
切
に
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

ま
た
幾
筋
も
あ
が
る
「
湯
け
む
り
」
は
壮
観
で
あ
る
。

　
（
別
府
湾
を
見
お
ろ
す
景
観
）

　
街
周
辺
と
郊
外
の
宅
地
化
、
車
社
会
の
発
展
は
別
府
を
坂
の
街

へ
と
変
貌
さ
せ
た
。
海
の
見
え
る
す
ば
ら
し
い
景
観
は
市
民
に
刄

き
な
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
る
。
緑
豊
か
な
自
然
環
境
に
加
え
、

ど
こ
か
ら
見
て
も
別
府
湾
が
眼
下
に
パ
ノ
ラ
マ
で
広
が
る
。
こ
の

景
観
は
別
府
の
貴
重
な
資
源
と
言
え
る
。

　
以
上
昭
和
五
十
八
年
当
時
の
調
査
記
録
の
ま
ま
、
再
発
見
し
た

別
府
の
ま
ち
の
個
性
を
記
し
て
み
た
。
個
性
あ
る
地
域
づ
く
り
は

私
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で
あ
る
。
今
、
実
行
し
て
い
る
旧
別
府
温
泉

「
竹
瓦
か
い
わ
い
路
地
裏
散
歩
」
も
思
い
つ
き
で
は
な
く
、
調
査

に
基
づ
い
て
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
も
の
で
あ
る
。
別
府
の
歴
史
と

文
化
を
研
究
し
、
「
将
来
の
別
府
の
街
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
」
を

考
え
、
少
し
で
も
わ
が
ふ
る
さ
と
別
府
が
個
性
的
な
魅
力
あ
る
街

に
な
る
よ
う
に
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
い
き
た
い
も
の
で
あ

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
別
府
末
広
郵
便
局
長
）

別
府
だ
け
し
か
な
い
個
性
を
生
か
す
た
め
の
三
つ
の
提
言

①
海
と
山
々
に
囲
ま
れ
た
別
府
の
▽
大
自
然
景
観
を
守
る
。

　
・
海
と
山
、
湯
け
む
り
の
見
え
る
景
観
を
守
ろ
う
。

　
・
緑
豊
か
な
自
然
景
観
を
育
て
る
。

　
・
九
州
横
断
道
路
よ
り
山
側
の
開
発
は
自
然
に
逆
ら
わ
な
い

　
・
町
並
み
や
文
化
遺
産
を
活
用
す
る
。

②
温
泉
行
政
の
見
通
し

　
・
別
府
八
湯
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
温
泉
の
集
中
管
理
の
あ

　
　
り
方
を
見
な
お
す
。

　
・
十
一
種
類
の
泉
質
の
う
ち
、
十
種
類
が
別
府
に
あ
る
。
種

　
　
類
の
多
さ
は
世
界
一
。
こ
の
個
性
を
生
か
す
た
め
別
府
の

　
　
名
湯
を
二
十
年
計
画
で
掘
り
起
こ
し
活
用
す
る
。

③
歴
史
的
建
造
物
の
再
生
、
活
用

　
・
元
別
府
市
公
会
堂
（
現
別
府
市
中
央
公
民
館
）
の
復
元
と

　
　
元
麻
生
別
荘
、
元
中
山
別
荘
を
県
ま
た
は
市
が
買
い
と
り
、

　
　
国
際
迎
賓
館
（
ビ
ー
コ
ン
プ
ラ
ザ
の
補
完
施
設
）
と
し
て

　
　
再
活
用
す
る
。
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